
東京大学名脊教授 月尾 嘉男

鳴
門

（
山
口
県
柳
井
市
—
周
防
大
島
町
）

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
動
物
行
動
学
者
K
・
フ
ォ
ン
・

フ
リ
ッ
シ
ュ
は
ミ
ツ
バ
チ
が
空
中
で
特
定
の
飛

翔
を
し
て
仲
間
に
エ
サ
の
あ
る
位
醤
を
伝
達
す

る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て
有
名
で
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
能
力
の
な
い
人
間
は
特
定
の

場
所
の
歴
史
や
意
味
を
地
名
と
し
て
伝
達
し
て

き
た
。
こ
の
地
名
は
日
本
に
は
一

0
0
0
万
以

上
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
長
期
の
歴
史
を
反
映
し

た
地
名
の
数
例
を
紹
介
し
た
い
。

「鳴
門
」
と
い
う
地
名
は
高
速
の
海
流
に
よ

っ
て
轟
音
の
す
る
海
峡
を
意
味
し
、
一
般
に
は

徳
島
県
鳴
門
市
と
兵
庫
県
淡
路
島
の
中
問
の
鳴

門
海
峡
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
口
県
大

畠
町

（現
在
は
合
併
し
て
柳
井
市
）
と
対
岸
の

周
防
大
島
の
中
間
に
あ
る
大
島
瀬
戸
は
奈
良
時

代
に
編
纂
さ
れ
た

『
万
葉
集
」
に
も
名
前
が

「鳴
門
」
と
し
て
何
度
も
登
場
し
て
お
り
、
急

速
な
潮
流
に
よ
り
瀬
戸
内
海
航
路
の
難
所
と
し

て
有
名
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
証
明
す
る
事
例
と
し
て
、
足
利
義
満

が
康
応
元

(-
三
八
九
）
年
に
厳
島
神
社
に
参

詣
し
て
か
ら
西
方
に
移
動
し
た
と
き
に
は
夜
問

の
航
海
を
回
避
し
て
手
前
の
海
上
で
停
泊
し
て

待
機
し
て
い
た
し
、
用
明
天
皇
の
皇
女
の
般
若

が
筑
紫
か
ら
京
都
に
旅
行
し
た
と
き
に
は
、
鳴

門
で
遭
難
し
て
死
亡
し
て
い
る
。
し
か
し
航
海

の
難
所
で
あ
っ
た
嗚
門
も
一
九
七
六
年
に
全
長

1
0
二
0
メ
ー
ト
ル
の
大
島
大
橋
が
架
橋
さ
れ
、

安
全
に
横
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ば
き
の
う
み

と

う

の

し

ょ

う

そ

う

さ

椿
海

（
千
葉
県
東
庄
町
・
旭
市
・
匝
瑳
市
）

関
東
平
野
の
東
部
を
流
下
す
る
利
根
川
の
流

路
延
長
は
日
本
二
位
で
あ
る
が
、
流
域
面
積
は

一
位
で
あ
り
、
下
流
に
は
広
大
な
沖
積
平
野
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
以
前
に
は
数
多

く
の
湖
沼
が
あ
り
、
面
積
が
最
大
で
あ
っ
た
の

は
東
京
の
山
手
線
内
の
面
積
に
匹
敵
す
る
七
二

平
方
キ
ロ
の

「椿
海
」
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
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初
期
か
ら
干
拓
が
進
行
し
て
現
在
で
は
跡
形
も

な
い
が
、

寄
島
、
水
門
、
岸
湖
な
ど
の
地
名
が

干
拓
以
前
の
環
境
を
伝
承
し
て
い
る
。

当
時
も
干
拓
に
は
反
対
が
あ

っ
た
が
、
急
速

に
人
口
が
増
加
し
た
江
戸
に
食
料
を
供
給
す
る

と
い
う
目
的
も
あ

っ
て
幕
府
が
干
拓
を
強
行
し
、

延
八
万
人
の
人
手
が
動
員
さ
れ
て
三
年
で
湖
沼

は
消
滅
し
た
。
し
か
し
雨
水
を
調
整
す
る
機
能

が
喪
失
し
た
結
果
、

一
帯
は
渇
水
と
洪
水
に
交

互
に
見
舞
わ
れ
る
一
方
、
田
畑
の
塩
害
も
発
生

し
、
自
然
を
改
造
す
る
こ
と
の
問
題
を
人
々
が

認
識
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
魅
力
あ
る
名
前
と

は
裏
腹
の
環
境
改
造
で
あ
る
。

縄
文
時
代
の
土
器
は
焼
成
温
度
が
九
0
0度

以
下
の
低
温
で
あ
っ
た
た
め
強
度
が
十
分
で
は

な
か

っ
た
が
、
古
墳
時
代
以
後
に
朝
鮮
半
島
か

ら
渡
来
し
た
技
術
を
使
用
し
た
陶
器
は
須
恵
器

ろ
く
ろ

と
名
付
け
ら
れ
、
輯
櫨
を
使
用
し
て
成
形
さ
れ

て
焼
成
温
度
も
―
二

0
0度
前
後
で
あ
る
た
め

硬
質
で
あ
っ
た
。
そ
の
技
術
を
使
用
し
て
作
陶

し
た
場
所
に
は

「須
恵
」
と
い
う
地
名
が
記
録

さ
れ
て
お
り
、
国
内
の
各
地
に
存
在
す
る
が
、

一
例
が
山
陽
小
野
田
市
に
あ
る
須
恵
で
あ
る
。

須
恵

（
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
）

小
野
田
港
の
背
後
の
市
街
に
須
恵
と
い
う
地

名
の
街
区
が
あ
る
が
、
神
功
皇
后
が
朝
鮮
出
兵

の
途
上
で
寄
港
し
て
、
当
時
は
洲
江
で
あ
っ
た

地
名
を
万
代
繁
栄
す
る
よ
う
に
須
恵
に
し
た
と

い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
土
地
に
は
陶
土
だ
け

で
は
な
く
、
近
世
後
期
に
な
っ
て
石
炭
の
埋
蔵

も
発
見
さ
れ
、
一

八
八
一
年
に
両
者
を
資
源
と

す
る
日
本
最
初
の
セ
メ
ン
ト
会
社
（
小
野
田
セ

メ
ン
ト
）
が
設
立
さ
れ
、
化
学
産
業
の

一
大
拠

点
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

く
さ
か

日
下

（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

六
0
0
0年
前
以
前
の
縄
文
時
代
は
現
在
よ

り
海
面
が
数
メ
ー
ト
ル
上
昇
し
て
お
り
、
大
阪

湾
の
前
身
で
あ
る
河
内
湾
は
生
駒
山
麓
ま
で
侵

入
し
て
い
た
。
し
か
し
古
墳
時
代
に
な
る
と
海

面
が
低
下
し
て
河
内
湾
は
河
内
湖
に
な
り
、
さ

ら
な
る
海
面
の
低
下
に
よ

っ
て
湖
岸
に

「草
香

江

（日
下
江
）」
と
い
う
入
江
が
誕
生
し
た
。
大

伴
旅
人
が
大
宰
府
か
ら
の
帰
京
途
中
に

「草
香

江
の
／
入
江
に
あ
さ
る
／
芦
鶴
の
／
あ
な
た
づ

た
づ
し
／
友
な
し
に
し
て
」
と
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
故
事
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
古

墳
時
代
以
後
、
日
下
は
大
和
平
野
に
建
設
さ
れ

た
平
城
京
に
到
達
す
る
た
め
の
重
要
な
拠
点
に

な
り
、

『万
葉
集
j

の
長
歌
の
一
部
に
も
「
お

し
照
る
難
波
を
過
ぎ
て
／
う
ち
な
び
＜
／
草
香
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の
山
を
／
夕
暮
に
／
わ
が
超
え
来
れ
ば
」
と
登

場
し
て
い
る
。
し
か
し
淀
川
を
筆
頭
に
何
本
も

の
河
川
が
大
量
の
土
砂
を
大
阪
湾
に
運
搬
し
て

広
大
な
平
野
が
形
成
さ
れ
、
当
時
を
想
像
さ
せ

る
の
は
地
名
の
み
で
あ
る
。

富
山
訟
橋

（
富
山
県
富
山
市
）

歌
川
広
重
の
全
国
の
名
勝
を
描
写
し
た

「六

十
余
州
名
所
図
会
」
に
「
越
中
富
山
船
橋
」
と

い
う
作
品
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
土
木
技
術
で

じ
ん
づ
う
が
わ

は
雪
解
け
時
期
に
急
流
に
な
る
神
通
川
に
架
橋

す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

六
四
艘
の
小
舟
を
連

結
し
て
急
流
を
横
断
で
き
る
よ
う
に
し
た
舟
橋

が
慶
長
年
間
に
構
築
さ
れ
た
。
広
重
は
現
地
を

旅
行
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
躙
且

き

距
〖iの
「山

水
奇
観
」
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
が
、
広
重
の

画
力
を
発
揮
し
た
見
事
な
光
景
で
あ
る
。

土
木
技
術
の
遺
産
と
し
て
は
重
要
な
船
橋
も

古代の大坂

宮
城
県
石
巻
市
の
牡
鹿
半
島
の
先
端
に
あ
る

「鮎
川
」
の
前
面
の
金
華
山
沖
と
名
付
け
ら
れ

る
一
帯
は
寒
流
と
暖
流
が
衝
突
す
る
た
め
世
界

三
大
漁
場
の
一
所
と
さ
れ
る
場
所
で
、
マ

ッ
コ

ウ
ク
ジ
ラ
を
代
表
と
す
る
ク
ジ
ラ
が
回
遊
し
て

く
る
の
で
鮎
川
は
捕
鯨
基
地
と
し
て
発
展
し
た
。

戦
後
の
食
料
不
足
の
時
代
に
は
ク
ジ
ラ
は
貴
重

鮎
川

（
宮
城
県
石
巻
市
）

明
治
十
六

(-
八
八
三
）
年
に
木
製
の
神
通
橋

（現
在
は
鉄
製
の
神
通
大
橋
）
が
架
橋
さ
れ
て

ニ
八
0
年
の
歴
史
を
終
了
し
た
。
し
か
し
現
在

も
右
岸
に
は
舟
橋
今
町
と
い
う
町
名
が
存
在
し

て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
天
正
六

(-
五
七
八
）

年
に
は
越
前
福
井
の
九
頭
竜
川
に
、
寛
文
九

（
一
六
六
九
）
年
に
は
奥
州
盛
岡
の
北
上
川
に

舟
橋
が
設
置
さ
れ
、
架
橋
技
術
が
発
達
し
て
い

な
か

っ
た
時
代
に
は
重
要
な
技
術
で
あ
っ
た
。

越中富山船橋

伊
万
里
市
の
西
部
に
は
伊
万
里
湾
が
あ
り
海

t
 

こ木
場

（
佐
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県
伊
万
里
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）
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な
蛋
白
質
源
で
あ
っ
た
が
付
近
の
貝
塚
か
ら
も

ク
ジ
ラ
の
化
石
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
古
代
か
ら

食
用
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

鮎
川
で
捕
鯨
が
活
発
に
な
っ
た
の
は
明
治
四

一

(-
九
0
八
）
年
に
土
佐
捕
鯨
会
社

（現
在

の
大
洋
漁
業
）
が
鮎
川
を
基
地
と
し
て
金
華
山

沖
で
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
漁
を
開
始
し
た
こ
と
に

よ
る
。
以
後
、
近
海
捕
鯨
が
活
発
と
な
り
、
昭

和
二
十
八

(-
九
五
三
）
年
頃
に
は
年
間
六
〇

0
0
頭
が
水
揚
げ
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
し

か
し
一
九
八
二
年
に
国
際
捕
鯨
委
員
会
が
商
業

捕
鯨
の
一
時
停
止
を
採
択
し
、
日
本
も
商
業
捕

鯨
活
動
を
停
止
し
た
（二
0
一
九
年
か
ら
再
開
）。

鮎）II 
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木場

岸
の
あ
る
地
域
で
あ
る
が
、
北
部
か
ら
東
部
に

か
け
て
は
大
野
岳

（標
高
四
二
四
メ
ー
ト
ル
）

や
城
古
岳

（四
0
四
メ
ー
ト
ル
）
の
あ
る
山
地

で
、
そ
れ
を
反
映
し
て
「
木
場
」
の
つ
く
地
名

が
六
〇
カ
所
ほ
ど
あ
る
。
こ
れ
は
山
中
で
伐
採

し
た
木
材
を

一
時
保
管
す
る
場
所
を
意
味
し
て

い
た
が
、
焼
畑
農
地
の
意
味
で
も
使
用
さ
れ
、

平
地
の
な
い
山
間
地
域
で
苦
労
し
て
農
業
を
し

て
い
た
様
子
が
想
像
で
き
る
。

日
本
列
島
は
各
地
で
脊
梁
山
脈
が
貫
通
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
国
土
の
約
七
五
％
が
山
地
と

い
う
構
造
で
あ
り
、
大
河
の
周
囲
の
堆
積
平
野

を
例
外
と
し
て
大
半
は
山
地
を
開
拓
し
て
穀
物

を
栽
培
し
て
い
た
。
九
州
の
山
地
で
は
焼
畑
で

造
成
し
た
畑
地
は

「
コ
バ
」
と
い
う
名
前
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
「
ソ
リ
」
「
サ
ス
」

「
ナ
ギ
」

「カ
ノ
」

「ヤ
キ
」
な
ど
と
も
表
現
さ

れ
て
い
る
。
全
国
各
地
で
山
地
を
開
拓
し
て
作

物
を
栽
培
し
て
き
た
歴
史
を
明
示
し
て
い
る
。

調
布

（
東
京
都
調
布
市
）

東
京
の
西
郊
に
あ
る
「
調
布
」
は
新
興
の
住

宅
地
域
と
い
う
印
象
で
あ
る
が
、
野
川
遺
跡
な

ど
石
器
時
代
の
遺
跡
も
存
在
す
る
よ
う
に
古
代

か
ら
人
々
が
生
活
し
て
い
た
一
帯
で
あ
る
。
そ

の
名
称
も
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
律
令
時
代
に

租
税
で
あ
る

「調
」
を

「布
」
で
納
付
し
て
い

た
こ
と
に
由
来
し
、
万
葉
集
に
も

一
帯
が
布
地

の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
和
歌
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
天
平
五

（七
三
三
）
年
に
開
山
さ

れ
た
深
大
寺
も
地
域
の
歴
史
を
証
明
し
て
い
る
。

以
後
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
幕
府
直
轄
の

「
関
東
御
分
国
」
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
甲

し

も

ふ

だ

か

み

ふ

だ

州
街
道
が
通
過
し
、
国
領
、
下
布
田
、
上
布
田
、

下
石
原
、
上
石
原
の
布
田
五
宿
が
設
置
さ
れ
発

展
し
た
。
明
治
時
代
以
後
は
廃
藩
置
県
に
よ
り

帰
属
が
何
度
も
変
化
し
た
が
、
戦
後
の
全
国
規

模
の
市
町
村
合
併
が
進
展
し
、
紆
余
曲
折
が
あ

っ
た
も
の
の
、
一
九
五
五
年
に
調
布
町
と
神
代

ま
ち町
が
合
併
し
て
調
布
市
と
な
り
、
現
在
は
人
口

二
五
万
人
の
大
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
八
例
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
ら
か
ら

地
名
は
地
域
の
長
期
の
歴
史
を
反
映
し
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
町
村
合
併
が
代

表
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
当
面
の
利
便
を
確
保

す
る
た
め
に
大
量
の
地
名
が
社
会
か
ら
抹
消
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
何
千
年
間
と
い
う
長

期
に
維
持
さ
れ
て
き
た
地
域
の
歴
史
の
記
録
が

消
滅
、
場
合
に
よ

っ
て
は
破
壊
さ
れ
て
き
た
の

が
地
名
の
改
正
で
あ
る
。
社
会
に
お
け
る
歴
史

の
意
味
を
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。
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